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第 57 号

同窓会事務局

宮城県仙台三桜

高等学校

仙台市太白区門前町９の２

〒982-0845

電話022（248）0158㈹

令和４年度同窓会総会のご案内
日　時　令和４年７月３日（日） 午前10時30分より

場　所　三桜会館（三桜高校･生徒会館）

会　費　1,000円　

申込み　令和４年６月23日（木）まで、

　　　　同封の青色の振込用紙でお願いします。

○駐車場はありませんので、学生時代と同じように公共の交通機関でおいでください。

○当番幹事は高校25回生・42回生・60回生・73回生・74回生のみなさんです！よろしくお願いします。

７月３日

母校 で会いましょう！

　
「
チ
ー
ム
三
桜
」。
こ
の
言

葉
は
私
が
三
桜
生
で
あ
っ
た

時
の
思
い
出
の
言
葉
で
す
。

所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
の
一
つ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
他
の
高

校
に
は
な
い
応
援
・
プ
レ
ー
で
の
一
体
感
を

生
み
出
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
部
活
動
の
経
験
を
は
じ
め
、
三
桜

で
の
日
々
の
中
で
、様
々
な
出
会
い
が
あ
り
、

自
身
の
努
力
だ
け
で
は
な
く
、
協
力
す
る
こ

と
や
思
い
や
り
の
心
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
大
学
生
と
な
っ
た
今
、
三
桜
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
初
め
て
同
窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
様
々
な
年
代
の
方
々
が
参
加

し
て
お
り
、
卒
業
生
や
先
生
方
が
三
女
・
三

桜
の
思
い
出
や
良
さ
を
お
話
し
す
る
姿
か

ら
、
今
も
三
桜
は
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、

支
え
ら
れ
な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
三
桜
を
離
れ
、
新
た
な
環
境
で
過
ご
し
て

い
る
中
、
同
窓
会
総
会
に
参
加
す
る
事
が
で

き
て
、
三
桜
は
自
分
の
母
校
で
あ
り
、
卒
業

生
と
し
て
三
桜
の
一
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
一
人
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
で
も
学
校
の
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
三
桜
の
卒
業
生
で

い
ら
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「誇り高き三桜」

藤村　紗優（高校 73 回）

新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、今回は

テーブルを囲んでの懇談は行えません。
同窓会名入りの1000円のクオカードと
お菓子・お茶を準備しますのでお

楽しみに！
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令
和
三
年
度
の

同
窓
会
は
、
令

和
三
年
七
月

四

日
（

日

）

十
時
三
十
分

よ
り
、
宮
城

県

仙

台

三

桜
高
等
学
校

「
三
桜
会
館
」

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、

大
坪
泰
久
校
長
先
生

を
は
じ
め
現
教
職
員
・
恩
師
の
先
生
方
・
同

窓
生
あ
わ
せ
て
八
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
高
校

七
十
三
回
生
早
坂
綾
香
さ
ん
、
藤
村
紗
優
さ

ん
、
二
人
の
司
会
で
開
会
し
ま
し
た
。
協
議

は
七
十
二
回
生
荒
木
な
つ
美
さ
ん
、
門
脇
優

良
さ
ん
を
議
長
に
、
令
和
二
年
度
会
務
・
決

算
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
三
年
度
会
務
計

画
案
（
交
流
会
・
同
窓
会
文
化
祭
・
各
支
部

の
総
会
等
は
中
止
）、
予
算
案
・
規
約
改
正
は

み
な
様
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

総会
報告

◆総 会 次 第 

１．開会の辞

２．物故会員を悼み黙祷

３．会長挨拶

４．校長挨拶

５．来賓紹介

６．協議　－議長選出―

　⑴令和２年度会務・決算報告ならびに

　　監査報告

　⑵令和３年度会務計画・予算案

　⑶規約改正

　⑷役員改選

　⑸その他

７．新役員紹介

８．令和３・４年度常任理事並びに

　　令和４年度当番幹事委嘱

　　当番幹事：高校25回生、高校42回生、

　　　　　　　高校60回生、高校73回生、

　　　　　　　高校74回生

９．お知らせ・お願い

10．如春会歌・校歌

11．閉会の辞

め
、
総
会
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
年

任
期
を
延
長
し
た
役
員
改
選
も
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
令
和
二
年
度
の
総
会
は
、

同
窓
会
役
員
・
常
任
理
事
だ
け
の
総
会
に
し
た

こ
と
と
、
令
和
元
年
度
の
会
務
・
決
算
報
告
が

総
会
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

長
い
こ
と
役
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
渡
辺

禔
子
さ
ん
・
関
く
に
子
さ
ん
お
ふ
た
り
に
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
花
束
を
贈
呈
。
来
賓
の
阿
部

智
前
校
長
先
生
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
在
校
生
の
学
校
活
動
を
応
援
す
る
気
持
ち

を
込
め
て
、
図
書
館
に
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
如
春
会
歌
・
校
歌
を
声
高
ら

か
に
歌
う
こ
と
や
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
の
会

食
懇
談
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
門
前
の
地

で
み
な
様
に
お
会
い
で
き
た
嬉
し
い
総
会
で
し

た
。

　

総
会
終
了
後
、
立
派
な
設
備
の
三
桜
会
館
や

校
舎
を
見
学
し
た
方
々
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

友
人
や
先
生
方
と
笑
顔
で
話
す
方
々
な
ど
、
密

を
避
け
な
が
ら
も
楽
し
い
交
流
が
出
来
た
一
日

で
し
た
。

　

「
今
年
度
の
総
会
は
何
回
目
で
す
か
」
と
い

う
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
席
で
は
「
第
一
回
目
は
昭
和
四
年

三
月
三
十
一
日
、
二
回
目
は
昭
和
五
年
三
月

二
十
六
日
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
何
回

目
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
お
答
え
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
調
べ
て
み
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
だ
よ
り
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和

三
十
九
年
十
二
月
で
す
。
同
年
九
月
に
母
校
創

立
同
窓
会
の
機
関
紙
・
同
窓
会
だ
よ
り
が
創
刊

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以
降
の
総
会
の
記
録

は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
、
特
に
戦

時
中
の
記
録
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
で
す
が
、
今
年
度
が
何
回
目
の
総
会

な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
同
窓
会
を
考
え
る

	

会 

長
　
五
十
嵐
さ
と
み
　

　
同
窓
生
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
早
く
も
二
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
色
々
な
面
で
影
響
を
受
け
ら
れ
た
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
感
染
症
対
策
の
た
め
日
夜
懸
命
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
感
染
予
防
に
努
め
な
け

れ
ば
と
ウ
ィ
ル
ス
が
変
異
し
て
拡
大
す
る
た
び
に
強
く
思
う
毎

日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
同

窓
会
入
会
式
・
総
会
以
外
の
活
動
を
自
粛
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
同
窓
会
入
会
式
は
、
少
人
数
の
同
窓
生
の
参
加
で
し
た

が
、
卒
業
生
を
直
接
お
迎
え
で
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
総
会
は
、
母
校
の
ご
好
意
に
よ
り
「
三
桜
会
館
」
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
の
会
食
懇
談
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
卒
生
も
多
く
参
加

し
て
く
れ
頼
も
し
い
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
同
窓
生

の
皆
様
と
お
会
い
で
き
、
直
接
会
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

ご
挨
拶

	

校 

長
　
大
坪
　
泰
久
　

　
令
和
三
年
四
月
に
校
長
と
し
て
着
任

し
た
大
坪
泰
久
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
昨
年
実

施
で
き
な
か
っ
た
同
窓
会
総
会
を
三
桜
会
館
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
年
越
し
で
、
同
窓
生
の
皆
様
に
三
桜
会
館
を
見
て

い
た
だ
け
た
こ
と
に
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
校

歌
を
聴
き
、
卒
業
生
の
皆
様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
感
じ
な

が
ら
、
学
校
の
文
化
を
創
り
出
す
一
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
本
校
の
状
況
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
充
分
行
っ
た
上
で
、
様
々
な
工
夫
に
よ

た
。
各
支
部
の
同
窓
生
の
皆
様
も
活
動
で
き
ず
、
残
念
な
思
い
も

大
き
い
か
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

を
一
緒
に
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
在
校
生
は
行
事
・
部
活
動
や
大
会
の
中
止
・
修
学
旅
行
の

変
更
な
ど
本
当
に
残
念
で
悔
し
い
思
い
、
私
達
が
感
じ
て
い
る
以

上
に
計
り
知
れ
な
い
思
い
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
案
じ
て
お
り
ま
し

た
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
も
母
校
の
在
校
生
へ
の
ご
心
配

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
同
窓
会
図
書
」
と
し
て
最
新
版

の
百
科
事
典
そ
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
現
代
語
訳
の
書
籍
等
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
同
窓
会
の
活
動
の
仕
方
を
考
え
、
で
き
る
範

囲
で
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
七
月
三
日
の
総
会
は
今
年
も
母
校
の
ご
好
意
に
よ
り
、「
三
桜
会

館
」を
お
借
り
し
、感
染
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
開
催
す
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。是
非
お
越
し
下
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
が
一
日
で
も
早
く
収
束
へ
向
か
い
ま
す
よ
う
、
そ
し

て
平
穏
な
日
々
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
心
か
ら
願
う
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
ま
す
。入

学
式
、対
面
式
、春
季
・
秋
季
体
育
大
会
、芸
術
鑑
賞
会
、
三
桜
祭
（
文

化
祭
）。行
事
に
つ
い
て
は
、内
容
を
吟
味
し
、リ
モ
ー
ト
の
併
用
や

一
方
通
行
の
導
線
な
ど
の
工
夫
、換
気
や
消
毒
等
、通
常
時
以
上
に

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
も
、練
習
時
間
を
充
分
に
取
れ
な
い
中
、生
徒
た
ち
は
現

状
に
め
げ
ず
果
敢
に
挑
戦
し
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
み
せ
、
陸
上
、

水
泳
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
音
楽
部
、
剣
道
部
が
東
北
大
会
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
を
見
て
い
ま
す
と
、生
徒
一
人
一
人
の
中
に
、本
校
の

生
徒
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
お
互
い

が
支
え
合
い
高
め
合
っ
て
い
く
と
い
う
、第
三
女
子
高
校
、仙
台
三

桜
高
校
と
連
な
る
良
き
伝
統
が
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
も

の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。私
ど
も
教
職
員
も
、こ
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、長
期
戦
の
様
子
を
見
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、生
徒
た

ち
と
一
緒
に
知
恵
を
結
集
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、着
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

収入の部

科　　目 本年度予算額
１　会　　費 1,987,200
２　入 会 金 137,000
３　寄 付 金 274,000
４　繰 越 金 397,552
５　年 会 費 1,300,000
６　雑 収 入 10

合　　計 4,095,762

支出の部

科　　目 本年度予算額
１　総会費　 150,000
２　会議費　 20,000
３　庶務費 270,000
４　事業費 2,980,000
５　基金積立 300,000
６　予備費 375,762

合　　計 4,095,762

令和３年度同窓会予算

同
窓
会
役
員　

令
和
３
・
４
年
度

（
令
和
３
年
７
月
～
令
和
５
年
７
月
）

会
　
長	

五
十
嵐
さ
と
み
（
高
校
30
回
）

副
会
長	

伊
藤
　
知
子
（
高
校
22
回
）

	

鈴
木
　
幸
子
（
高
校
26
回
）

	

江
戸
三
知
子
（
高
校
27
回
）

	

境
　
　
近
子
（
高
校
27
回
）

	

黄
海
　
武
善
（
教
　
　
頭
）

会
　
計	

横
山
の
り
子
（
高
校
27
回
）

	

寺
尾
久
美
子
（
高
校
32
回
）

	

千
葉
　
美
和
（
高
校
53
回
）

監
　
事	

永
沼
　
京
子
（
高
校
21
回
）

	

餅
田
　
明
子
（
高
校
38
回
）

	

小
田
桐
順
子
（
高
校
39
回
）

	

大
沼
　
浩
二
（
事
務
室
長
）

常
任
理
事　

令
和
３
・
４
年
度
（
令
和
３
年
７
月
～
令
和
５
年
７
月
）

三
島
　
典
子
（
高
校
15
回
）　
横
堀
紀
美
子
（
高
校
22
回
）　

平
野

　
惠
子
（
高
校
24
回
）

　
松
木

　
和
枝
（
高
校
24
回
）

　

室
井
美
智
子
（
高
校
27
回
）

　
堀
江
美
惠
子
（
高
校
28
回
）

　

堀
口

　
茂
子
（
高
校
38
回
）　
松
木

　
仁
美
（
高
校
53
回
）　

横
山

　
　
幸
（
高
校
55
回
）　
長
田

　
美
鈴
（
高
校
65
回
）

　

渡辺さん・関さん

ありがとうございました。
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こ
の
た
び
は
、
図
書
館
に
沢
山
の
資
料
を

寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
三
桜
高
校
図
書
館
は
居
心
地
が
良
く
、

開
館
中
は
、
多
く
の
生
徒
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
学
校
見
学
の
中
学
生
や
保
護
者
か
ら

は
い
つ
も
「
す
て
き
な
図
書
館
で
す
ね
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
同
窓
会
を
は
じ
め
、
長
年
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
、
本
校
の
学
校
教
育
に
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
で
す
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
図
書
館
は
成
長
す
る
有
機
体
で
あ
る
」
と
、
ラ

ン
ガ
ナ
タ
ン
（
イ
ン
ド
の
数
学
者
・
図
書
館
学
者

１
８
９
２
～
１
９
７
２
）
が
「
図
書
館
学
五
原
則
」
の

中
で
述
べ
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
、
利
用
者
や
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
利
用
環
境
や
資
料
を
更
新
し
て
い

ま
す
。
学
校
図
書
館
も
同
様
で
、
近
年
で
は
、「
学
習
・

情
報
セ
ン
タ
ー
」「
読
書
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
学
校
教

育
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
学
び
と
成
長
を
支
え
る
た
め
環
境
整
備
と

資
料
の
更
新
に
努
め
、
三
桜
高
校
図
書
館
を
成
長
さ

せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
月
夜
の
杜
の
梟

　

小
池
真
理
子
（
高
校
23
回
）

　

朝
日
新
聞
出
版	

・
風
の
記
憶
（
詩
集
）

　

髙
橋　

芳
美
（
高
校
８
回
）

　

た
ん
ぽ
ぽ
出
版　
　

・
気
分
は
宝
さ
が
し
！

　

せ
ん
だ
い
地
学
ハ
イ
キ
ン
グ

　

花
松　

俊
一
他
（
恩
師
）

　

地
学
団
体
研
究
会
仙
台
支
部
編

・
明
治
生
ま
れ
の
日
本
語

　

飛
田　

良
文
（
恩
師
）

　

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

　
校
舎
に
入
っ
て
す
ぐ
に
目
に
入
る
桜
の
絵
。
ピ
ン
ク
色
の
枝
垂
桜
が
春

の
日
差
し
の
中
で
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
「
花
の
学
舎
（
ま
な
び
や
）
」
は
学
校
創
立
八
十
周
年
を
記
念

し
て
、
平
成
十
六
年
度
・
第
五
十
七
回
生
が
卒
業
記
念
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
絵
を
描
か
れ
た
佐
藤
惠
子
さ
ん
は
、
河
北
美
術
展
で
一
力
賞
を
受
賞
さ

れ
る
な
ど
毎
年
入
選
さ
れ
た
経
歴
を
お
も
ち
の
日
本
画
家
で
す
。
ま
た
、

三
高
女
時
代
に
中
島
丁
校
舎
で
共
に
学
ん
だ
一
高
女
生
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
、
当
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
学
年
委
員
長
で
、
絵
の
寄
贈
に
ご
尽
力

さ
れ
た
横
山
洋
子
さ
ん
が
、
佐
藤
さ
ん
を
三
桜
高
に
お
連
れ
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
絵
を
ご
覧
に
な
っ
て
「
自
分
の
娘
に
再
会
し
た
よ
う
で
嬉
し
い
」

と
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

三
桜
高
の
発
展
を
望
ん
で
い
ま
す佐

藤
　
惠
子
　

　
花
の
国
日
本
の
桜
花
は
、
こ
の
北
の
国
で
も
毎
年
美
し
く
咲
き
誇
り
、

そ
の
華
を
愛
で
な
が
ら
育
っ
た
こ
の
学
校
の
生
徒
さ
ん
達
は
、
元
気
一
杯

で
、
し
か
も
大
変
品
よ
く
、
正
に
、
み
ち
の
く
の
花
で
あ
り
ま
し
た
。

　
十
何
年
か
前
で
し
た
か
、
上
か
ら
の
お
達
し
で
、
男
女
共
学
の
お
話
し

な
ど
も
出
た
り
で
、
一
寸
騒
然
と
し
た
時
期
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
先
生

方
、
生
徒
会
、
同
窓
会
の
皆
々
様
の
御
尽
力
に
よ
り
も
と
の
た
た
ず
ま
い

へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　
校
風
と
い
ふ
も
の
は
不
思
議
な
も
の
で
一
朝
一
夕
に
変
わ
る
も
の
で
は

決
し
て
な
く
、
そ
の
学
校
へ
通
う
生
徒
さ
ん
達
を
う
つ
す
鏡
の
よ
う
な
も

の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
品
の
良
い
学
校
は
ず
ー
っ
と
品
が

良
く
元
気
な
学
校
は
発
ら
つ

と
し
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
あ
の
有
名
な
歌
に
も
充
分

語
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
優

雅
さ
と
発
ら
つ
さ
を
か
ね
そ

な
え
た
ま
れ
に
み
る
ユ
ニ
ー

ク
な
学
校
と
し
て
も
、
ま
す

ま
す
発
展
し
て
行
か
れ
る
事

を
望
ん
で
居
り
ま
す
。

同窓生・恩師の本です！

【
寄
贈
図
書
リ
ス
ト
】

❶
総
合
百
科
事
典
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
（
全
18
巻
）

　

ポ
プ
ラ
社

❷
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
（
全
33
巻
）

　

ち
く
ま
文
庫

❸
日
本
分
県
大
地
図
（
３
訂
版
）　

平
凡
社

❹
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ

　

Ｗ
．Ｅ
．ス
ミ
ス
ほ
か
著　

ク
レ
ヴ
ィ
ス

❺
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
世
界
服
装
全
史
）　

　

Ｍ
．
フ
ォ
ッ
グ
責
任
編
集　

東
京
堂
出
版

❻
バ
ッ
チ
リ
身
に
つ
く
英
語
の
学
び
方　

　

倉
林
秀
男
著　

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

成長する三桜図書館
主幹（学校司書）　高橋ひろみ
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一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

一
年
　
阿
部
　
百
華

　
今
年
度
の
三
桜
高
校
の
活
動
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら
も
前
年
度
に
比

べ
、
様
々
な
行
事
に
取
り
組
め
た
と
思
い

ま
す
。

　
入
学
式
で
は
、
新
入
生
の
学
校
生
活

へ

の

期

待

や
、
二
・
三

年
は
後
輩
が

で
き
る
と
い

う
喜
び
が
伝

わ
っ
て
き
ま

し
た
。
次
の

大
き
な
行
事

と
し
て
春
の

我
ら
三
桜
高
校
弓
道
部

三
年
　
萱
場
　
　
冴

　
私
た
ち
弓
道
部
は
三
年
生
二
十
一
人
、

二
年
生
二
十
一
人
、
一
年
生
二
十
五
人
と

人
数
が
と
て
も
多
い
部
活
で
す
。
普
段
の

練
習
で
は
ゴ
ム
弓
や
巻
藁
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
道
場
が
無
い
た
め
、
宮

城
県
弓
道
場
を
借
り
て
練
習
し
た
り
、
校

舎
の
裏
に
仮
設
安
土
を
設
置
し
三
人
立
ち

で
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
天
候
に

左
右
さ
れ
や
す

く
、
雨
や
雪
が
降

る
と
的
前
練
習
が

で
き
な
く
な
り
ま

す
。
凡
そ
私
の
代

体
育
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
制

限
が
あ
る
中
、
ク
ラ
ス
の
団
結
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。体
育
祭
が
終
わ
り
、

運
動
部
に
と
っ
て
重
要
な
行
事
で
あ
る
高

総
体
も
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
年

生
は
、
こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
引
退
で
す

が
、
一
・
二
年
生
に
お
手
本
の
よ
う
な
姿

を
残
せ
た
と
思
い
ま
す
。夏
休
み
が
明
け
、

す
ぐ
に
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般

公
開
は
残
念
な
が
ら
出
来
ず
、
三
年
生
以

外
は
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
発
表
終
了
後
、
三
年
生
の
作
品
を
見

た
り
、
文
化
部
の
作
品
を
見
た
り
な
ど
、

全
学
年
が
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
年
度
最
後
の
行
事
と
し
て
、
秋
の

体
育
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
三
年
生
は
高
校

生
活
最
後
の
行
事
と
な
る
の
で
、
と
て
も

か
ら
仮
設
安
土
を
使
っ
て
練
習
す
る
よ
う

に
な
り
、
巻
藁
の
み
の
練
習
だ
っ
た
時
よ

り
は
大
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
す
が
や
は
り
他
校
と
較
べ
て

的
前
の
経
験
が
足
ら
ず
、
大
会
で
結
果
を

残
す
こ
と
が
難
し
い
で
す
。

　
そ
ん
な
環
境
で
し
た
が
昨
年
の
夏
、
私

は
国
体
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
東
北
総

体
の
少
年
女
子
の
部
で
二
位
に
な
り
、
本

国
体
へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か

し

コ

ロ

ナ

ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
中
止

に
な
っ
て
し

ま
い
と
て
も

残

念

で

し

令和４年２月 28 日

同 窓 会

入 会 式

卒業者数（令和４年３月）

宮城県第三高等女学校卒業者数

　本　　科	 22 回	 1,012 名

（内　専攻科へ９名）

　専 攻 科	 	 ９名

宮城県第三女子高等学校卒業者数

　併設中学	 2 回	 137 名

（内　高等学校へ 133 名）

　高等学校	 62 回	 19,819 名

宮城県仙台三桜高等学校卒業者数

	 12 回	 3,313 名

総　　計	 	 24,290 名

２７３名の新入会員をお迎えしました
！

よろしくお願いします。

― 母校の近況 ー

奮
起
し
て

い

ま

し

た
。

　
普
段
の

生

活

で

も
黙
食
や

黙
ト
レ
な

ど
様
々
な

制
限
が
あ

り
ま
し
た

が
、
日
々

の
高
校
生
活
を
楽
し
め
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
人
生
で
一
度
し
か
な

い
高
校
生
活
、
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ

う
に
少
し
で
も
コ
ロ
ナ
の
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
有
意
義
な
も
の
に
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

た
。
で
す

が
国
体
を

通

し

て
、

仲
間
の
大

切
さ
を
改

め
て
実
感

し
ま
し
た
。
普
段
交
わ
る
こ
と
の
無
い
他

校
の
人
達
と
協
力
し
て
練
習
に
励
ん
だ

り
、
自
分
が
出
来
な
か
っ
た
所
を
チ
ー
ム

で
補
っ
た
り
、
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で

大
会
で
良
い
結
果
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
人
で
は
決
し
て
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
先
生
方
か
ら

指
導
を
い
た
だ
き
、
射
を
上
達
さ
せ
た
り
、

成
年
の
方
々
と
お
話
し
た
り
な
ど
、
弓
道

以
外
に
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き
、
と
て

も
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

文化祭でのダンス

体育祭
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久
し
ぶ
り
の
母
校

	

丹
治
恵
理
子
（
高
校
41
回
）

成
人
式
を
迎
え
て

	

門
脇
　
優
良
（
高
校
72
回
）

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

	

荒
木
な
つ
美
（
高
校
72
回
）

　
昨
年
、
母
校
が
新
校
舎
に
な
っ
て
か
ら
初
め

て
訪
問
。
案
内
役
に
な
っ
て
く
れ
た
若
い
男
性

が
卒
業
生
と
聞
い
て
、
あ
ら
た
め
て
共
学
に

な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
女
子
高
に
あ
こ
が
れ
て
入
学
し
た
当
時
を
思

い
だ
し
な
が
ら
門
ま
で
の
坂
を
登
る
。
一
時
間

近
く
か
け
て
自
転
車
で
登
校
し
て
い
た
三
年

間
、
そ
の
お
か
げ
で
未
だ
に
脚
力
に
は
自
信
が

あ
り
ま
す
。

　
校
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
な
つ
か
し
い

大
き
な
鏡
を
発
見
。
な
ぜ
階
段
下
に
あ
る
の
か
、

三
女
高
の
七
不
思
議
に
も
な
っ
て
い
た
あ
の
大

鏡
が
職
員
室
近
く
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

思
わ
ず
自
分
の
姿
を
写
し
て
み
て
、
同
級
生
と

パ
チ
リ
！

　「
体
の
三
女
」
と
い
わ
れ
て
い
た
あ
の
頃
の

よ
う
に
、
活
発
な
運
動
部
の
皆
さ
ん
か
ら
の
熱

量
伝
わ
る
練
習
風
景
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

充
実
し
た
母
校
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
緒
に
母
校
へ
行
っ
た
友
人
は
福
島
県
相
馬

市
へ
、
も
う
一
人
の
友
人
は
い
わ
き
市
へ
、
そ

し
て
私
は
福
島
市
へ
。
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
を
機
に

同
じ
福
島
県
へ
嫁
い
で
き
た
の
で
、
二
年
前
か

ら
三
人
が
集
ま
っ
て
「
福
島
会
」
を
結
成
し
、

県
内
の
温
泉
地
へ
。
三
女
高
時
代
の
思
い
出
話

や
三
女
高
卒
業
生
ら
し
い
の
び
の
び
と
し
た
性

　
二
〇
二
二
年
は
、
無
事
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
72
回
生
も
、
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
の
だ
な
と
、
式
を
通
し
て
実
感
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
同
期
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
が
悔
や
ま

れ
ま
す
。
進
路
が
わ
か
れ
、
同
級
生
た
ち
と
は

　
新
成
人
に
な
り
、
ま
ず
私
は
「
思
い
描
い
て

い
た
二
十
歳
に
な
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。」
と
疑

問
を
持
ち
ま
し
た
。
三
桜
高
校
で
過
ご
し
て
い

た
あ
の
頃
の
自
分
と
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
た
だ
責
任
を
感
じ
る
場

面
や
、
社
会
に
で
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
機

会
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
、
自
分
の
中
で
「
大

人
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
私
は
部
活
の
メ
ン
バ
ー
と
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
み
ん
な

と
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き
、
不
思
議

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
三
桜
と
い
う
同
じ

校
舎
で
学
ん
で
い
た
友
人
が
、
今
こ
う
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
も
っ
て

過
ご
し
て
い
る
の
だ
な
と
感
慨
深
く
な
り
ま
し

た
。
三
桜
高
校
で
の
思
い
出
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

今
こ
う
し
て
頑
張
れ
て
い
る
の
だ
な
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
な
り
た
い「
大
人
」

と
は
ど
ん
な
姿
な
の
か
を
考
え
な
が
ら
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
三
桜
の
み

ん
な
と
思
い
っ
き
り
笑
い
合
い
た
い
で
す
。

同
窓
生
の

ペ

ー

ジ
格
を
い
か
し
て
、
好
き
な
事
を
仕
事
に
し
て
い

る
お
互
い
を
ほ
め
あ
う
素
敵
な
旅
行
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
ら
、
ま
た
あ
ら
た
め

て
母
校
を
ゆ
っ
く
り
訪
問
し
て
、
た
く
さ
ん
の

同
窓
生
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
成
人
式
の
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
な
っ
た
の
と
同
時
に
懐

か
し
さ
も
感
じ
、
高
校
時
代
が
恋
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
振
り
返
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
記
憶
が
つ
い
先

日
の
こ
と
の
よ
う
に
蘇
り
ま
す
。
行
事
や
部
活

動
、
ク
ラ
ス
の
友
人
ら
と
の
他
愛
も
な
い
会
話

な
ど
、
ど
れ
も
本
当
に
楽
し
く
、
幸
せ
な
時
間

で
し
た
。
特
に
、
私
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
、
青
春
を
費
や
し
た
わ
け
で
す
が
、
仲
間

た
ち
と
共
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た

こ
と
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
一
緒
に
涙
を
流
し

た
こ
と
、
時
に
は
意
見
が
食
い
違
い
、
ぶ
つ
か

り
合
っ
た
こ
と
、
ど
れ
も
私
の
大
切
な
思
い
出

で
す
。

　
さ
て
同
期
会
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
々
懐

か
し
い
記
憶
に
思
い
馳
せ
て
い
た
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
は
元
気
に

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
二
十
歳
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
い
つ
か
ま
た
皆
で
集
ま

れ
る
日
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
が
私
の
心

か
ら
の
願
い
で
す
。

　
現
在
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
選
び
、
歩
ん
だ
道
の
り
で
、
私
た
ち
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
三
桜
高
校
の
卒
業

生
で
あ
る

と
い
う
こ

と
は
、
私

た
ち
の
一

生
の
誇
り

で
す
。
こ

れ
か
ら
同

窓
生
一
同

精
進
し
て

ま
い
り
ま

す
。

れ
ま
す
。
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
も
良
い
け
ど
、
ポ

ス
ト
に
届
く
満
面
の
笑
顔
。
渡
し
た
先
に
起
き 2017年福島交流会

右端が荒木さん

総会の議長をされた門脇さん荒木さん
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本
校
に
着
任
す
る
二
年
前
の
夏
、
前
任

校
（
仙
台
二
高
在
職
中
）、
文
科
省
後
援

の
第
18
回
西
欧
教
育
事
情
視
察
団
の
一
員

と
し
て
渡
欧
し
た
際
、
ロ
ー
マ
で
新
進
気

鋭
の
芸
術
家
と
し
て
売
出
し
中
の
武
藤
順

九
（
本
名
順
一
）
君
と
再
会
し
た
。
彼
は

私
が
仙
台
二
高
に
赴
任
し
た
時
の
新
入
生

の
一
人
で
、
爾
来
親
交
が
あ
っ
た
。
久
し

ぶ
り
に
一
夕
の
宴
を
共
に
す
べ
く
彼
の
住

ま
い
に
赴
く
、
彼
の
ア
ト
リ
エ
の
西
側
に

は
地
中
海
が
広
が
り
、
折
し
も
真
紅
に
染

ま
っ
た
巨
大
な
太
陽
が
沈
ま
ん
と
す
る
光

景
に
思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ
。
そ
の
時
、
武

藤
君
が
言
っ
た
。「
先
生
！
俺
、
毎
日
こ

の
サ
ン
セ
ッ
ト
を
見
て
い
る
ん
で
す
。
沈

み
ゆ
く
太
陽
を
見
て
い
る
と
、
笑
い
な
が

ら
死
ん
で
行
く
男
の
顔
に
見
え
る
ん
で
す

よ
」
と
。
私
は
そ
の
荘
厳
さ
に
声
も
な
く

只
々
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
の
み
で
し
た
。

そ
の
時
以
来
、「
笑
い
な
が
ら
死
ん
で
行

け
る
男
」
と
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
た
人

間
な
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
が
私
の
命
題

と
な
っ
た
。

　
本
校
で
の
新
任
式
の
折
、
乙
女
等
の
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
校
歌
斉
唱
に
耳
を
傾

け
て
い
た
時
、
歌
詞
の
あ
る
フ
レ
ー
ズ
を

耳
に
し
た
途
端
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な

衝
撃
が
私
を
襲
っ
た
。
そ
の
フ
レ
ー
ズ
と

は
「
遥
け
き
道
を
常
若
に
」
で
あ
っ
た
。

正
に
天
の
啓
示
と
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

笑
い
文
字
と
の
出
会
い

	

伊
藤
ま
ゆ
み
（
高
校
27
回
）

同
窓
生
よ
、
須

す
べ
か
らく

常
若
に
！	

今
野
　
　
敏

　
笑
い
文
字
は
、【
書
い
て
半
分
、
渡
し
て
完
成
】

感
謝
と
喜
び
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
そ
ん
な
笑
い
文
字
と
出
会
っ
た
の
は
、

父
を
西
宮
に
呼
び
介
護
を
始
め
て
四
年
目
の
こ

と
で
し
た
。

　
仕
事
も
辞
め
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

や
め
、
社
会
と
の
繋
が
り
が
少
な
く
な
り
、
気

持
ち
が
沈
ん
で
い
た
時
、
以
前
や
っ
て
い
た
介

護
予
防
運
動
指
導
の
現
場
に
見
学
に
行
っ
た
と

き
に
、
満
面
の
笑
顔
に
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」

と
書
い
て
あ
る
一
枚
の
ハ
ガ
キ
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ハ
ガ
キ
を
見
た
瞬
間
、
胸
が
熱
く

な
り
、
何
と
も
言
い
難
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
抑
え
て
い
た
気
持
ち
が
一
気
に
溢
れ
出
し

て
き
た
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
じ
に
な
り
、
笑

い
文
字
に
ひ
と
め
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
半
年
後
、
笑
い
文
字
を
受
講
し
、
そ
の
講
座

で
「
あ
り
が
と
う
」
の
大
切
さ
を
知
り
、
書
い

て
渡
す
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
も
出
会

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
っ
た
一
枚
の
ハ
ガ

キ
で
人
を
癒
す
こ
と
が
出
来
る
笑
い
文
字
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
リ
ア
ル
で
会
え
な
く
て
も
、
親

戚
や
友
達
の
と
こ
ろ
に
、
笑
い
文
字
の
ハ
ガ
キ

が
、
「
元
気
？
」
と
私
の
代
わ
り
に
行
っ
て
く

れ
ま
す
。
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
も
良
い
け
ど
、
ポ

ス
ト
に
届
く
満
面
の
笑
顔
。
渡
し
た
先
に
起
き

た
。
誰
し
も
、
年
齢
を
重
ね
れ
ば
、
肉
体

の
衰
え
ゆ
く
は
自
然
の
理
で
あ
る
が
、「
常

若
」
と
は
、
精
神
の
中
に
瑞
々
し
い
感
性

を
し
っ
か
り
保
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と

気
付
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
司
馬
遼
太
郎
氏
が
、
「
風
塵
抄
」
の
中

の
一
文
で「
大
事
な
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
、
精
神
の
中
に
高
貴
な
子
供
を
蔵
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
高
貴
な
コ
ド
モ
こ
そ
感
性
そ
の
も
の
と

云
っ
て
い
い
。「
真
」
・「
善
」
・
「
美
」
を

求
め
て
や
ま
な
い
心
の
源
泉
が
感
性
で
あ

る
と
す
る
な
ら
、
感
性
を
失
う
こ
と
な
く

生
き
る
こ
と
が
「
常
若
」
で
あ
り
「
笑
顔

で
死
ね
る
」
充
実
し
た
人
生
だ
と
愚
考
す

る
次
第
で
あ
る
。

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
「
常
若
」
に
生
き
ま

し
ょ
う
。
瑞
々
し
い
感
性
を
失
わ
ず
に
、

凛
と
し
て
。

る
ミ
ラ
ク
ル
。
私
は
笑
い
文
字
に
出
会
え
、
沢

山
の
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
。

恩 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

　年会費は同窓会活動の運営費のほか、

「同窓会だより」の郵送料にも使わせて

いただきます。また昨年度は母校の自

習室にエアコンを設置、今年度は図書

の寄贈など在校生への支援もさせてい

ただきました。

　同封の赤色の振込用紙で、 一人2,000

円のご協力をよろしくお願いいたしま

す。 総会当日もお預かりいたします。

同窓会年会費のお願い

　令和４年９月に、同窓会会員名簿を発行します。前回は平成27

年に発行しましたが、毎年、転居先不明でたくさんの同窓会だよ

りがもどってきています。同窓生全員に同窓会だよりをお届けし

たいと思っています。

　連絡先がわからない方の名簿を同封しましたので、ご存じの方

がいらしたら住所未確認者連絡カードでお知らせください。

　個人情報の取り扱いには十分に配慮しますので、ご協力をお願

いします。

【同窓会事務局　０２２－２４８－０１５８】

会員名簿を発行します
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令和４年度支部総会のお知らせ
支　部 日　時 問い合わせ先 TEL ※コロナウイルス感染予防のた

め、今年度の支部総会は中止と

します。住所変更の

　連絡などは問い

　合わせ先にお

　願いします。

北海道 中　止 島田満里子 011-591-7937

関　東 中　止 山之井玲子 0467-67-6443

関　西 中　止 林　　敏子 075-431-6677

九　州 中　止 大塚あおい 0942-36-1455

支部連絡先

北
海
道
支
部
　
島
田
満
里
子 

（
高
校
23
回
） 

　
〒
061
‐

2285 

札
幌
市
南
区
藤
野
五
条
一
―
七
―
二
　
　
☎
〇
一
一 

（
五
九
一
） 
七
九
三
七

関

東

支

部
　
山
之
井
玲
子 

（
高
校
30
回
）
　 

〒
253
‐

0085 

茅
ヶ
崎
市
矢
畑
七
八
二
―
三
―
一
―
一
三
一
二
　
☎
〇
四
六
七 

（
六
七
） 

六
四
四
三

関

西

支

部
　
林
　
　
敏
子 

（
高
校
19
回
）
　 

〒
602
‐

0058 

京
都
市
上
京
区
上
立
売
通
小
川
西
入
下
ル
水
落
町
九
三

　
☎
〇
七
五 

（
四
三
一
） 

六
六
七
七

九

州

支

部
　
石
田
れ
い
子 

（
高
校
16
回
） 

　
〒
811
‐

3116 

福
岡
県
古
賀
市
庄
一
五
一
―
二
　
　
　
　
☎
〇
九
二 

（
九
四
四
） 

一
四
二
四

編 集 委 員

副
会
長
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
鈴
木
　
幸
子

　
　
　
　
江
戸
三
知
子

事
務
局
　
藤
生
　
典
子

発　行　所

創
文
印
刷
出
版
株
式
会
社

仙
台
市
青
葉
区
春
日
町
　

　
八
―
三
四 

☎
〇
二
二（
二
二
二
） 

〇
一
八
一

編 集 後 記

　同窓会だより第57号をお届けします。

　コロナウイルス感染予防のため、同窓会活動は

自粛中ですが、できることを少しずつやっていき

たいと思っています。今後ともご協力をよろしく

お願いします。

　同窓会ホームページは「三女・三桜高校同窓会」

で開けます。ぜひご覧ください。

　
私
は
昭
和
四
十
三
年
に
三
女
高
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
式
の
日
、
三
年

生
だ
っ
た
姉
に
連
れ
ら
れ
、
玄
関
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
独
り
だ
っ
た
ら

気
づ
か
な
い
右
端
の
急
な
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
の
玄
関
で
し
た
。

　
女
子
高
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
時
代
と

何
も
変
わ
り
な
く
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
逞
し
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
仲
間

た
ち
で
し
た
。
昼
の
パ
ン
を
購
入
す
る
時
の
混
乱
、
食
堂
の
長
い
行
列
（
私

は
カ
レ
ー
う
ど
ん
、
そ
ば
が
好
き
で
し
た
）。
そ
れ
も
三
年
生
に
な
る
と
ズ
ー

ズ
ー
し
く
な
る
の
か
、
後
輩
が
遠
慮
す
る
の
か
、何
か
と
有
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
個
性
的
な
先
生
が
い
っ
ぱ
い
。
部
活
も
活
発
、
思
い
出
は
キ
リ
が
な
く
、

み
な
様
は
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
？
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
と
高
校
時
代
の
思
い
出
を
沢
山
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
し

た
い
で
す
。

　
今
年
の
北
海
道
は
久
し
ぶ
り
の
大
雪
で
大
混
乱
で
し
た
。
私
は
空
地
の
雪

山
に
登
り
、
孫
と
フ
カ
フ
カ
の
雪
に
寝
こ
ろ
び
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。
春
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
空
を
見
上
げ
よ
う
。

　
現
在
、
北
海
道
支
部
リ
ラ
の
会
は
、
役

員
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
す
。

自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
お
会

い
し
た
人
た
ち
に
影
響
が
あ
り
ま
す
も
の

ね
。

　
仙
台
や
各
支
部
の
み
な
さ
ん
！
活
動
に

ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
ら
、

ぜ
ひ
北
海
道
支
部
総
会
に
遊
び
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
半
世
紀

北
海
道
支
部
長
　
島
田
満
里
子
（
高
校
23
回
）

関  西  支  部

関東支部「萩の会」

九州支部「青葉の会」

北
海
道
支
部
「
リ
ラ
の
会
」

支部　　
 だより

※掲載の写真は2019年の支部総会のものです。


